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全般照明型TAL方式 エネルギー簡易評価ツール

の概要



省エネルギー効果算出 SE ＝(Wtal－Wgen) ／Wgen

【TAL方式における省エネルギー効果の計算プロセス】

1図1 全般照明型TAL方式における省エネルギー効果の計算プロセス

〈照明設計〉

アンビエント照明器具の消費電力算出 Wa

TAL方式の合計消費電力算出 Wtal ＝Wa＋Wt

アンビエント照明器具の種類および灯数を決定

アンビエント照明設計

固有エネルギー消費効率

タスク照明器具の消費電力算出 Wtタスク照明器具の種類および灯数を決定

タスク照明設計

固有エネルギー消費効率

全般照明器具の合計消費電力算出 Wgen全般照明器具の種類および灯数を決定

全般照明設計

固有エネルギー消費効率

省エネルギー効果の自動計算→【全般照明型TAL方式 エネルギー簡易評価ツール】

〈省エネルギー効果計算〉

全般照明型TAL簡易設計法

BZ5配光に固定

BZ5配光に固定
机上面に仮想照明空間を設定

数量および固有エネルギー消費効率は
アンビエント照明器具と同じ

設計条件

省エネルギー効果算出 SE ＝(Wtal－Wgen) ／Wgen

設計条件

自動化



【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】
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[アンビエント照明設計開始]
①-1
アンビエント照明器具を設定
・照明器具はBZ5配光に固定

（固有照明率表および最大取付間隔を予め用意しておく）

・器具光束は1000(lm)

図3 BZ5配光の固有照明率表図2 照明設計手順（全般照明型TAL簡易設計法）

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

①



【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】

①-2
室指数を算出

RIc＝X Y／{Hc ( X＋Y )} ・・・(1)

RIc：天井高さにおける室指数(-)

X：間口(m)、Y：奥行(m)、Hc：天井高さ(m)

図4 全般照明型TAL簡易設計法の各変数

Sc :天井面積(m2)、ρc :天井反射率(-) 、Lcs :天井の設計輝度(cd/m2)

Sw :壁面積(m2)、ρw :壁反射率(-)、Lws :壁の設計輝度(cd/m2)

Sf :床面積(m2)、ρf :床反射率(-)

Fa :アンビエント照明器具の器具光束(lm)、M :保守率(-)

Na :アンビエント照明器具の灯数(灯)

Ewps :作業面の設計照度(lx)

Ema :アンビエント照明による作業面平均照度(lx)

Emt :タスク照明に必要な作業面平均照度(lx)

Hc :天井高さ(m)、Hwp :作業面高さ(m)、X : 間口(m)、Y : 奥行(m)
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【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】

[直接照度の算出開始]
①-3
固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

図5 固有直射照明率の例

4

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

①



【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】
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①-4
床の固有直射照明率から壁の固有直射照明率を算出

U wd＝1－U fd   ・・・(2)

U wd：壁の固有直射照明率(-)

U fd：床の固有直射照明率(-)

※天井照明器具は器具から放射される光束が概ね床面と

壁面に入射する

①-5
壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

Fw_in＝Fa_temp Uwd M ・・・(3)

Ff_in＝Fa_temp U fd M ・・・(4)

Fw_in：壁の第1回入射光束(lm)

Fa_temp：仮のアンビエント照明器具の器具光束=1000(lm) 

M：保守率(-)

Ff_in：床の第1回入射光束(lm) 

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

①



【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】
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①-6
壁の直接照度および床の直接照度を算出

Ewd＝Fw_in／Sw ・・・(5)

Efd＝Ff_in／Sf ・・・(6)

Ewd：壁の直接照度(lx)、Sw：壁面積(m2)、Efd：床の直接

照度(lx)、Sf：床面積(m2)

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

①



【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】
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[間接照度の算出開始]
①-7
壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

Fw_ref＝Fw_in ρw ・・・(7)

Ff_ref＝Ff_in ρf ・・・(8)

Fw_ref：壁の第1回反射光束(lm)

ρw：壁反射率(-)

Ff_ref：床の第1回反射光束(lm)

ρf：床反射率(-)

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

①



【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】
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①-8
室内表面積および室内平均反射率を算出

Ei＝(Fw_ref＋Ff_ref)／{Sall (1－ρm) } ・・・(11)

Ei：間接照度(lx)

①-9
各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

Sall＝Sc＋Sw＋Sf ・・・(9)

ρm＝(ρc Sc＋ρw Sw＋ρf Sf)／Sall ・・・(10)

Sall：室内の表面積(m2)

Sc：天井面積(m2)

ρm：室内の平均反射率(-)

ρc：天井の反射率(-)

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

①



【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】
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①-10
天井、壁および床の全照度を算出

Ec_all＝Ei ・・・(12)

Ew_all＝Ewd＋Ei ・・・(13)

Ef_all＝Efd＋Ei ・・・(14)

Ec_all：天井の全照度(lx)

Ew_all：壁の全照度(lx)､

Ef_all：床の全照度(lx)

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

①



[設計輝度→設計照度]
②
天井および壁の設計輝度を設計照度に換算

Ecs＝Lcs π／ρc ・・・(15)

Ews＝Lws π／ρw ・・・(16)

Ecs：天井の設計照度(lx)

Lcs：天井の設計輝度(cd/m2)

Ews：壁の設計照度(lx)

Lws：壁の設計輝度(cd/m2)

【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】
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最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

②



【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_アンビエント照明】
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[アンビエント照明器具の灯数・器具光束算出開始]
③-1
天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束
を算出

Nc≧Ecs／Ec_all ・・・(17)

Nw≧Ews／Ew_all ・・・(18)

Fa_all＝1000 Nc（Nc≧Nwの場合）or 

Fa_all＝1000 Nw（Nc<Nwの場合） ・・・(19)

Nc：天井の設計輝度を満たす必要灯数(灯)

Nw：壁の設計輝度を満たす必要灯数(灯)

Fa_all：室内の必要光束(lm)
最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

③
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③-2
最大取付間隔および均等配置を考慮して灯数を決定

Px＝Tx (Hc－Hwp) ・・・(20)

Py＝Ty (Hc－Hwp) ・・・(21)

Nx≧X／Px   ・・・(22)

Ny≧Y／Py ・・・(23)

Na_all＝Nx Ny   ・・・(24)

Px：間口方向の最大取付間隔(m)

Tx：間口方向の最大取付間隔係数(-)

Hwp：作業面高さ(m)

Py：奥行方向の最大取付間隔(m)

Ty：奥行方向の最大取付間隔係数(-)

Nx：間口方向の最少灯数(灯)

Ny：奥行方向の最少灯数(灯)

Na_all：アンビエント照明器具の灯数(灯)

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

③
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③-3
器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

Fa＝Fa_all／Na_all  ・・・(25)

Fa：アンビエント照明器具の器具光束(lm)

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

③



[タスク照明設計開始]
④-1
光束法を用いてアンビエント照明器具による作業
面平均照度を算出

RIwp＝X Y／{(Hc－Hwp) ( X＋Y )} ・・・(26)

Ema = Fa U M Na_all／( X Y ) ・・・(27)

RIwp：作業面高さにおける室指数(-)

Ema：アンビエント照明による作業面平均照度(lx)

U：固有照明率(-)

【照明設計手順_全般照明型TAL簡易設計法_タスク照明】
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最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

④
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④-2
タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

Emt = Ewps－Ema ・・・(28)

Emt：タスク照明に必要な作業面平均照度(lx)

Ewps：作業面の設計照度(lx)

・デスクごとに１灯のタスク照明器具と仮定

最大取付間隔および器具配置を考慮して灯数を決定

固有照明率表より、床の固有直射照明率を読み取る

床の直射固有照明率から壁の固有直射照明率を算出

壁の第1回入射光束および床の第1回入射光束を算出

壁の直接照度および床の直接照度を算出

壁の第1回反射光束および床の第1回反射光束を算出

室内各面の間接照度は一定とみなし、間接照度を算出

天井および壁の設計照度を満足する室内の必要光束を
算出

光束法を用いてアンビエント照明器具による作業面平均
照度を算出

タスク照明に必要な作業面平均照度を算出

アンビエント照明器具としてBZ5配光器具を設定1000(lm)

タスク照明設計

天井および壁の設計輝
度を設計照度に換算

天井、壁および床の全照度を算出

室内表面積および室内
平均反射率を算出

室指数を算出

器具光束を算出し、アンビエント照明器具を選定

アンビエント照明設計

④



【照明設計手順_タスク照明】

16

⑤-1
タスク照明器具を設定
・照明器具はBZ5配光に固定

図3 BZ5配光の固有照明率表

固有照明率表より、作業面の固有直射照明率を読み取る

タスク照明にて必要となる作業面平均照度から、光束法を
用いてタスク照明器具の器具光束を算出

机上仮想照明空間の室
指数を算出

タスク照明器具としてBZ5配光器具を設定

タスク照明設計続き

⑤

照明器具の消費電力と数量からTAL方式における消費電
力を算出

省エネルギー効果計算

床面積と人員密度からタスク照明器具の数量を算出

タスク照明器具とアンビエント照明器具の器具光束と固有
エネルギー消費効率から各照明器具の消費電力を算出

全般照明方式における消費電力を算出（アンビエント照明
器具と数量および固有エネルギー消費効率は同じとする）

BZ5配光器具による全般照明方式を採用した場合の照明
器具の器具光束を光束法を用いて算出

TAL方式における消費電力と全般照明方式における消費
電力から省エネルギー効果を算出



【照明設計手順_タスク照明】

⑤-2
机上仮想照明空間の室指数を算出

RIt＝Xwp Ywp／{Ht ( Xwp＋Ywp )} ・・・(29)

RIt：机上のタスク照明器具高さにおける室指数(-)

Xwp：作業面の間口(m)、Ywp：作業面の奥行(m)

Ht：机上のタスク照明器具高さ(m)

図6 机上仮想照明空間の各変数

Ft :タスク照明の器具光束(lx)

Ntd :机上のタスク照明の灯数(灯)

Ct :タスク照明の固有エネルギー消費効率(lm/W)

Wt :タスク照明の消費電力(W)

Emt :タスク照明に必要な作業面平均照度(lx)

Xwp:作業面の間口(m)、Ywp :作業面の奥行(m)

Ht :机上のタスク照明器具高さ天井高さ(m)、
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固有照明率表より、作業面の固有直射照明率を読み取る

タスク照明にて必要となる作業面平均照度から、光束法を
用いてタスク照明器具の器具光束を算出

机上仮想照明空間の室
指数を算出

タスク照明器具としてBZ5配光器具を設定

タスク照明設計続き

⑤

照明器具の消費電力と数量からTAL方式における消費電
力を算出

省エネルギー効果計算

床面積と人員密度からタスク照明器具の数量を算出

タスク照明器具とアンビエント照明器具の器具光束と固有
エネルギー消費効率から各照明器具の消費電力を算出

全般照明方式における消費電力を算出（アンビエント照明
器具と数量および固有エネルギー消費効率は同じとする）

BZ5配光器具による全般照明方式を採用した場合の照明
器具の器具光束を光束法を用いて算出

TAL方式における消費電力と全般照明方式における消費
電力から省エネルギー効果を算出

⑤-4
光束法を用いてタスク照明器具の器具光束を算出

Ft = Emt Xwp Ywp ／(U M Ntd ) ・・・(30)

Ft ：タスク照明器具の器具光束(lx)

Emt：タスク照明に必要な作業面平均照度(lx)

Ntd：机上のタスク照明の灯数=1 (灯)

⑤-3
固有照明率表より、作業面の固有直射照明率を読
み取る
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[省エネルギー効果計算開始]
⑥-1
器具光束と固有エネルギー消費効率から各照明器
具の消費電力を算出

Wt = Ft ／ Ct ・・・(31)

Wa = Fa ／ Ca ・・・(32)

Wt ：タスク照明器具の消費電力(W)

Ct：タスク照明器具の固有エネルギー消費効率(lm/W)

Wa ：アンビエント照明器具の消費電力(W)

Ca：アンビエント照明器具の固有エネルギー消費効率

(lm/W)

固有照明率表より、作業面の固有直射照明率を読み取る

タスク照明にて必要となる作業面平均照度から、光束法を
用いてタスク照明器具の器具光束を算出

机上仮想照明空間の室
指数を算出

タスク照明器具としてBZ5配光器具を設定

タスク照明設計続き

照明器具の消費電力と数量からTAL方式における消費電
力を算出

省エネルギー効果計算

床面積と人員密度からタスク照明器具の数量を算出

タスク照明器具とアンビエント照明器具の器具光束と固有
エネルギー消費効率から各照明器具の消費電力を算出

全般照明方式における消費電力を算出（アンビエント照明
器具と数量および固有エネルギー消費効率は同じとする）

BZ5配光器具による全般照明方式を採用した場合の照明
器具の器具光束を光束法を用いて算出

TAL方式における消費電力と全般照明方式における消費
電力から省エネルギー効果を算出

⑥
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⑥-2
床面積と人員密度からタスク照明器具の数量を算出

Nt = Sf ／ Dh ・・・(33)

Nt ：タスク照明器具の灯数(灯)

Dh：人員密度(人/m2)

⑥-3
照明器具の消費電力と数量からTAL方式における
消費電力を算出

Wtal = Wa Na + Wt Nt ・・・(34)

Wtal ：全般照明型TAL方式における消費電力(W)

固有照明率表より、作業面の固有直射照明率を読み取る

タスク照明にて必要となる作業面平均照度から、光束法を
用いてタスク照明器具の器具光束を算出

机上仮想照明空間の室
指数を算出

タスク照明器具としてBZ5配光器具を設定

タスク照明設計続き

照明器具の消費電力と数量からTAL方式における消費電
力を算出

省エネルギー効果計算

床面積と人員密度からタスク照明器具の数量を算出

タスク照明器具とアンビエント照明器具の器具光束と固有
エネルギー消費効率から各照明器具の消費電力を算出

全般照明方式における消費電力を算出（アンビエント照明
器具と数量および固有エネルギー消費効率は同じとする）

BZ5配光器具による全般照明方式を採用した場合の照明
器具の器具光束を光束法を用いて算出

TAL方式における消費電力と全般照明方式における消費
電力から省エネルギー効果を算出

⑥
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⑦-1
BZ5配光器具による全般照明方式を採用した場合の
照明器具の器具光束を光束法を用いて算出

Fgen = Ewps X Y ／(U M Na ) ・・・(35)

Fgen ：全般照明器具の器具光束(lx)

⑦-2
全般照明方式における消費電力を算出（アンビエント
照明器具と数量および固有エネルギー消費効率は
同じとする）

Wgen = Fgen ／ Ca ・・・(36)

Wgen ：全般照明器具の消費電力(W)

固有照明率表より、作業面の固有直射照明率を読み取る

タスク照明にて必要となる作業面平均照度から、光束法を
用いてタスク照明器具の器具光束を算出

机上仮想照明空間の室
指数を算出

タスク照明器具としてBZ5配光器具を設定

タスク照明設計続き

照明器具の消費電力と数量からTAL方式における消費電
力を算出

省エネルギー効果計算

床面積と人員密度からタスク照明器具の数量を算出

タスク照明器具とアンビエント照明器具の器具光束と固有
エネルギー消費効率から各照明器具の消費電力を算出

全般照明方式における消費電力を算出（アンビエント照明
器具と数量および固有エネルギー消費効率は同じとする）

BZ5配光器具による全般照明方式を採用した場合の照明
器具の器具光束を光束法を用いて算出

TAL方式における消費電力と全般照明方式における消費
電力から省エネルギー効果を算出

⑦
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⑧
TAL方式における消費電力と全般照明方式における
消費電力から省エネルギー効果を算出

固有照明率表より、作業面の固有直射照明率を読み取る

タスク照明にて必要となる作業面平均照度から、光束法を
用いてタスク照明器具の器具光束を算出

机上仮想照明空間の室
指数を算出

タスク照明器具としてBZ5配光器具を設定

タスク照明設計続き

照明器具の消費電力と数量からTAL方式における消費電
力を算出

省エネルギー効果計算

床面積と人員密度からタスク照明器具の数量を算出

タスク照明器具とアンビエント照明器具の器具光束と固有
エネルギー消費効率から各照明器具の消費電力を算出

全般照明方式における消費電力を算出（アンビエント照明
器具と数量および固有エネルギー消費効率は同じとする）

BZ5配光器具による全般照明方式を採用した場合の照明
器具の器具光束を光束法を用いて算出

TAL方式における消費電力と全般照明方式における消費
電力から省エネルギー効果を算出

⑧

SE = (Wtal -Wgen ) ／ Wgen ・・・(37)

SE：省エネルギー効果(-)
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